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私立高等学校等学び直し支援補助金について 

 

１ 趣旨 

高等学校等を中途退学した者が再び高等学校等で学び直す場合に、法律上の就学支援金

支給期間 36 月（定時制・通信制 48 月）の経過後も、卒業までの間（最長 12 月(定時制・

単位制は 24 月)）、学校設置者が行う授業料の債権の弁済に要する経費に対し、補助金を交

付するもの。 

 

２ 事業内容（詳細については「私立高等学校等学び直し支援補助金に係る事務処理につい

て【第６版】」を参照ください） 

 (1) 支給対象者 

  以下の①～⑧全ての要件を満たす者 

  ① 日本国内に住所を有する者 

  ② 岩手県内の私立の高等学校・特別支援学校の高等部・専修学校高等課程及び各種学

校であって国家資格者養成施設の指定を受けている学校に在学している者 

  ③ 高等学校等を卒業又は修了していない者 

  ④ 高等学校等に在学した期間が通算して 36 月（定時制・通信制は 48 月）を超える者 

⑤ 平成 26 年４月１日以降に高等学校等に入学した者（就学支援金（新制度）の対象者

であった者に限る。） 

  ⑥ 高等学校等を退学したことのある者 

   ※ ここで言う「退学」とは、単に「退学」の事実があればよく、転学に類する退学

も含まれる。 

  ⑦ 学び直し支援補助金の支給を受けた期間が通算して 12 月未満（定時制・通信制は

24 月未満）である者  

   ※１ 定時制・通信制以外の場合は 12 月まで。 

   ※２ 支給を受けた通算の考え方については、就学支援金と同様であること。 

  ⑧ 再入学した高等学校等が単位制の高等学校等である場合は、当該単位制高等学校等  

   の卒業に必要な単位として認定を受けた単位数、当該単位制高等学校等における就学 

支援金の支給対象単位及び学び直し支援補助金の支給対象単位数を合算した単位数

が 74 単位を超えていない者  

⑨ 保護者等の収入状況に照らして経済的負担を軽減する必要があると認められる者 

  このほか、上記①～⑨の要件を満たし、単位制高校に在学する者であって、就学支  

 援金の支給期間は満了していないが、支給上限である 74 単位に達したため就学支援  

 金の支給を受けることができなくなった者。 

 

(2) 支給金額 

 ① 授業料の月額に相当する額（その額が学び直し支援補助金の支給限度額を超える場合

には、支給限度額。別添１を参照。）を月単位で支給する。 
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② 支給区分は、世帯構成を考慮し以下の定める基準により判断する。 

保護者等の市町村民税の課税標準額×６％－市町村民税の調整控除の額で支給区分を判断 

支給区分 算定基準額 世帯年収の目安（参考） 

所得制限  304,200円以上 年収910万円以上程度 

支給限度額  154,500円以上304,200円未満 年収590～910万円未満程度 

支給限度額＋加算額  154,500円未満 年収590万円未満程度 

(3) 支給期間 

 最大で 12 月（定時制・通信制は 24 月）まで 

 

３ 事務処理の流れ 

１ 県からの通知（５月中旬予定）を受け、生徒・保護者へ事業の周知及び申請書等提出

案内 

２ 生徒・保護者が提出した申請書等をとりまとめ、県学事振興課に提出 

３ 県学事振興課が申請書類等を審査、認定 

４ 学事振興課は学校設置者に対し、認定結果を通知し、支援額を支給（代理受領） 

５ 学校は申請者に対し、通知、支援額を支給（授業料債権の弁済に充当） 

 

                                

                 ①申請 

 

  

                 ⑤支給 

            （授業料債権の弁済に充当） 

                      ②提出 

                   ④通知、支給    

                 ③審査、認定 

  

                 

４ 申請書類  

 (1) 受給資格者が作成する書類 

 ① 私立高等学校等学び直し支援補助金受給資格認定申請書【様式１】 

 ② 課税証明書等（課税所得額（課税標準額）や市町村民税の調整控除額（所得控除の 

  内訳）が確認できる書類） 

 ③ 退学の事由を証する書類 

 (2) 学校設置者が作成する書類 

 私立高等学校等学び直し支援補助金受給資格認定申請者一覧【様式２】 

 

 

申請者 私立学校 

学事振興課 
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５ 留意事項 

  支給期間は、申請をした月からではなく、対象となった月から支給期間に算入する。し

たがって、申請が遅れると、生徒に不利益が生じることとなる。また、年度の途中から対

象となることも多いため、他の高等学校を退学して入学・転入した生徒について把握し、

申請漏れ、申請遅れがないよう注意すること。 

（別添１）　

－

各種学校

支給限度額 9,900円/月 － 9,900円/月 －

加算額 － － 14,850円/月

14,850円/月 7,218円/単位 14,850円/月 7,218円/単位

加算額 14,850円/月 7,218円/単位 14,850円/月 7,218円/単位

専修学校
高等課程・一般課程

昼間学科

支給限度額 9,900円/月
4,812円/単位

※通算74、年間30単位まで
9,900円/月

4,812円/単位
※通算74、年間30単位まで

加算額

専修学校
高等課程・一般課程

通信制学科

支給限度額 9,900円/月
4,812円/単位

※通算74、年間30単位まで
9,900円/月

14,850円/月 7,218円/単位 14,850円/月 7,218円/単位

専修学校
高等課程・一般課程

夜間等学科

支給限度額 9,900円/月
4,812円/単位

※通算74、年間30単位まで
9,900円/月

4,812円/単位
※通算74、年間30単位まで

4,812円/単位
※通算74、年間30単位まで

加算額

高等専門学校
（１～３学年）

支給限度額 9,900円/月 － 9,900円/月 －

加算額 9,650円/月 － 14,850円/月 －

7,218円/単位

特別支援学校
高等部

支給限度額 400円/月 － 9,900円/月 －

加算額 － －

中等教育学校
後期課程

支給限度額 9,900円/月 4,812円/単位 9,900円/月
4,812円/単位

※通算74、年間30単位まで

加算額 － － 14,850円/月

14,850円/月 －

加算額

9,900円/月

－

4,812円/単位

－

4,812円/単位
※通算74、年間30単位まで

加算額 － － 14,850円/月 7,218円/単位

加算額 － － 14,850円/月 7,218円/単位

公立 私立

定額授業料
の場合

単位制授業料の場合
定額授業料
の場合

単位制授業料の場合

高等学校
定時制

支給限度額 520円/月 336円/単位 9,900円/月

9,900円/月

14,850円/月

4,812円/単位
※通算74、年間30単位まで

7,218円/単位

高等学校
定時制

支給限度額 2,700円/月 1,740円/単位 9,900円/月
4,812円/単位

※通算74、年間30単位まで

高等学校
全日制

支給限度額

 

※ 令和３年４月分から令和５年３月分までにおいては、表中「通算 74、年間 30 単位まで」

とあるのを「通算 74 単位まで」と読み替えるもの。 
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【前提】

　○卒業に必要な単位として認定を受けた単位＝１０単位

　○就学支援金の残支給単位＝２０単位以上

　○就学支援金の残支給期間＝６月

4月 10月

4月 10月

4月 10月

4月 10月

３年目

対象外対象外４年目

20単位履修

学び直し：10単位

学び直し：4単位

対象外：10単位

対象外：16単位

対象外

【イメージ図①】基本的な考え方

20単位履修 20単位履修

20単位履修 20単位履修

（定時制・通信制の場合）
単位制高校等の支給期間・対象単位数について

20単位履修

就学支援金：20単位

対象外：10単位

１年目

２年目 学び直し：20単位
学び直し：10単位

20単位履修 20単位履修

就学支援金の支給期間終了
就学支援金対象単位と合算して年間30単位まで。

認定単位（10単位）＋就学支援金対象単位（20単位）

＋学び直し対象単位（44単位）＝74単位まで。

学び直し支援金の対象は年間30単位まで。

学び直し支援金の支給期間（定通）は24月まで。
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【前提】

　○卒業に必要な単位として認定を受けた単位＝１０単位

　○就学支援金の残支給単位＝５０単位

　○就学支援金の残支給期間＝２４月

4月 10月

4月 10月 1月

4月 10月

4月 10月

４年目

１年目

対象外３年目

２年目

対象外対象外

15単位履修 15単位履修

15単位履修 15単位履修

就学支援金：15単位

学び直し：10単位

就学支援金：5単位

学び直し：4単位

15単位履修 15単位履修

対象外：11単位

【イメージ図②】就学支援金の支給期間と重複する場合
（74単位上限に達したため就学支援金の支給が終了）

単位制高校等の支給期間・対象単位数について
（定時制・通信制の場合）

15単位履修 15単位履修

就学支援金：15単位就学支援金：15単位

※就学支援金の残支給単位数が０になったため、残り

の単位が学び直し支援金の対象になる。

・支給期間（定通）の上限24月にカウントしない。

・支給対象単位数の単独上限74単位にカウントする。

・支給対象単位数の合算上限74単位にカウントする。

・支給対象単位数の年間上限30単位にカウントする。

認定単位（10単位）＋就学支援金対象単位（50単位）

＋学び直し対象単位（14単位）＝74単位まで。

就学支援金の残支給単位数が０に
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【前提】

　○卒業に必要な単位として認定を受けた単位＝１０単位

　○就学支援金の残支給単位＝６０単位

　○就学支援金の残支給期間＝２１月

4月 10月

4月 10月 1月

4月 10月

4月 10月

３年目

４年目

対象外：10単位 対象外：(10単位)

就学支援金：20単位

20単位履修 20単位履修

対象外：16単位

学び直し：4単位

20単位履修 20単位履修

対象外

対象外対象外

【イメージ図③】就学支援金の対象単位と重複する場合
（履修期間の途中で就学支援金の対象期間が終了）

15単位履修

１年目

就学支援金：10単位 学び直し：(10単位)

就学支援金：15単位

単位制高校等の支給期間・対象単位数について
（定時制・通信制の場合）

２年目

15単位履修

20単位履修 20単位履修

就学支援金：15単位

就学支援金の支給期間終了

※就学支援金の支給期間が終了したため、残りの履修

期間が学び直し支援金の対象になる。

・支給期間（定通）の上限24月にカウントする。

・支給対象単位数の単独上限74単位にカウントしない。

・支給対象単位数の合算上限74単位にカウントしない。

・支給対象単位数の年間上限30単位にカウントしない。

認定単位（10単位）＋就学支援金対象単位（60単位）

＋学び直し対象単位（4単位）＝74単位まで。

就学支援金の残支給単位数が０に

2年目10～3月の対象外単位については、学び直し支援金

支給開始時点では取得状況が未定であるため、取得した

としても認定単位には含めない。
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【前提】

　○卒業に必要な単位として認定を受けた単位＝８単位

　　（再入学前に取得した３単位＋就学支援金の支給対象外単位のうち、卒業に必要な単位として認定された５単位）

　○就学支援金の残支給単位＝６０単位

　○就学支援金の残支給期間＝２１月

4月 10月

4月 10月 1月

4月 10月

4月 10月

１年目 就学支援金：20単位
就学支援金：10単位

対象外：10単位（うち5単位取得）

【イメージ図④】学び直し支援金の支給開始月よりも前に単位を取得した場合
（就学支援金の支給対象単位以外であり、卒業に必要な単位として認定）

単位制高校等の支給期間・対象単位数について
（定時制・通信制の場合）

20単位履修 20単位履修

20単位履修 20単位履修

２年目 就学支援金：20単位

就学支援金：10単位 学び直し：(10単位)

対象外：10単位 対象外：(10単位)

20単位履修 20単位履修

３年目
学び直し：6単位

対象外

対象外：14単位

20単位履修 20単位履修

４年目 対象外 対象外

就学支援金の支給期間終了

※就学支援金の支給期間が終了したため、残りの履修

期間が学び直し支援金の対象になる。

・支給期間（定通）の上限24月にカウントする。

・支給対象単位数の単独上限74単位にカウントしない。

・支給対象単位数の合算上限74単位にカウントしない。

・支給対象単位数の年間上限30単位にカウントしない。

認定単位（3単位＋5単位）＋就学支援金対象単位

（60単位）＋学び直し対象単位（6単位）＝74単位まで。

就学支援金の残支給単位数が０に

2年目10～3月の対象外単位については、学び直し支援金

支給開始時点では取得状況が未定であるため、取得した

としても認定単位には含めない。

年間30単位上限により就学支援金の対象にはならな
いものの、単位取得し、卒業に必要な単位として認
定された単位（5単位）は、支給対象単位数の合算
上限74単位にカウントする。
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【前提】

　○卒業に必要な単位として認定を受けた単位＝１０単位

　○就学支援金の残支給単位＝６４単位

　○就学支援金の残支給期間＝３０月以上

4月 10月

4月 10月

4月 10月

4月 10月

15単位履修 15単位履修

３年目
就学支援金：4単位

対象外

対象外：10単位

15単位履修 15単位履修

４年目 対象外 対象外

【イメージ図⑤】学び直し支援金の支給対象単位が存在しない場合

２年目 就学支援金：15単位

単位制高校等の支給期間・対象単位数について
（定時制・通信制の場合）

15単位履修 15単位履修

１年目 就学支援金：15単位 就学支援金：15単位

就学支援金：15単位

15単位履修 15単位履修

認定単位（10単位）＋就学支援金対象単位（64単位）＝74単位

になり、学び直し支援金の支給対象単位が存在しない（＝支給対象にならない）。

認定単位＋就学支援金対象単位

で合算上限の74単位に到達
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【前提】

　○卒業に必要な単位として認定を受けた単位＝４単位

　○就学支援金の残支給単位＝７０単位

　○就学支援金の残支給期間＝４０月

4月 10月

4月 10月

4月 10月

4月 R5.8 10月
学び直し
(10単位)

就学支援金：10単位
４年目 対象外

就学支援金：10単位３年目 就学支援金：10単位

15単位履修 15単位履修

対象外：5単位

【イメージ図⑥】就学支援金の支給期間と合算74単位上限ががほぼ同時に終了する場合

10単位履修

単位制高校等の支給期間・対象単位数について
（定時制・通信制の場合）

10単位履修 10単位履修

１年目 就学支援金：10単位 就学支援金：10単位

10単位履修 10単位履修

２年目 就学支援金：10単位 就学支援金：10単位

10単位履修

認定単位（4単位）＋就学支援金対象単位（70単位）

＝74単位 になり、学び直し支援金の支給対象単位が

存在しない（＝支給対象にならない）。

就学支援金の支給期間終了

認定単位＋就学支援金対象単位

で合算上限の74単位に到達
※就学支援金の支給期間が終了したため、残りの履修

期間が学び直し支援金の対象になる。

・支給期間（定通）の上限24月にカウントする。

・支給対象単位数の単独上限74単位にカウントしない。

・支給対象単位数の合算上限74単位にカウントしない。

・支給対象単位数の年間上限30単位にカウントしない。
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【前提】

　○卒業に必要な単位として認定を受けた単位＝１０単位

　○就学支援金の残支給単位＝６０単位以上

　○就学支援金の残支給期間＝２１月

4月 10月

4月 10月 1月

4月 R4.7 10月

4月 10月

対象外対象外４年目

３年目

２年目

20単位履修 20単位履修

学び直し：(4単位)
【所得制限】

学び直し：4単位

【所得制限】
就学支援金：10単位

【所得制限】
学び直し：(10単位)

20単位履修 20単位履修

【所得制限】
就学支援金：20単位

対象外：16単位

対象外

【イメージ図⑦】所得制限がある場合

単位制高校等の支給期間・対象単位数について

15単位履修 15単位履修

１年目
【所得制限】

就学支援金：15単位

対象外：10単位 対象外：(10単位)

20単位履修 20単位履修

（定時制・通信制の場合）

【所得制限】
就学支援金：15単位

就学支援金の支給期間終了

認定単位（10単位）＋就学支援金対象単位（60単位）

＋学び直し対象単位（4単位）＝74単位まで。

所得制限期間中の履修単位も対象単位にカウントする。

※就学支援金と同様

※就学支援金の支給期間が終了したため、残りの履修

期間が学び直し支援金の対象になる。

・支給期間（定通）の上限24月にカウントする。

・支給対象単位数の単独上限74単位にカウントしない。

・支給対象単位数の合算上限74単位にカウントしない。

・支給対象単位数の年間上限30単位にカウントしない。

2年目10～3月の対象外単位については、学び直し支援金

支給開始時点では取得状況が未定であるため、取得した

としても認定単位には含めない。
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【前提】

　○卒業に必要な単位として認定を受けた単位＝４０単位

　○前籍校（全日制）における学び直し支援金単独の残支給単位＝５０単位

　○前籍校（全日制）における学び直し支援金の残支給期間＝８月

　　→ 定時制・通信制に換算すると ８月×２＝１６月

4月 10月

4月 8月 10月
対象外

（4単位）

4月 10月

4月 10月

【イメージ図⑧】学び直し支援金の対象者が退学後、さらに再入学した場合

３年目

４年目

20単位履修 20単位履修

20単位履修 20単位履修

対象外対象外

対象外対象外

対象外

対象外：16単位

20単位履修 20単位履修

２年目
学び直し：4単位

単位制高校等の支給期間・対象単位数について
（定時制・通信制の場合）

20単位履修 20単位履修

学び直し：10単位
学び直し：20単位

対象外：10単位

１年目

　※前籍校で学び直し支援金の支給を受けていた場合、再入学後に引き継がれるのは、残支給期間・学び
　　直し支援金単独の残支給単位であり、前籍校における【卒業認定単位＋就学支援金単位＋学び直し支
　　援金単位】に係る残支給単位は引き継がれない。
　　ただし、再入学後の学校において、改めて【卒業認定単位＋学び直し支援金単位 = 74単位まで】の
　　確認は必要。
　※前籍校が単位制高校等であり、当該前籍校において【卒業認定単位＋就学支援金単位＋学び直し支援
　　金単位】が74単位に達したため受給資格を有しなくなった者については、再入学後においても受給資
　　格を有しない。

学び直し支援金の対象は年間30単位まで。

学び直し支援金の支給期間（定通）は24月まで。

認定単位（40単位）＋学び直し対象単位（34単位）＝74単位まで。

 


